
Improve The Environment With Chemistry

⾧期の耐候性と効果がある業界唯一の木製品用光触媒塗料

NFE2-WOOD



容器の中での状態

塗装作業性

乾燥時間（h)

塗膜の外観

促進耐候性

かび抵抗性

かき混ぜた時、
堅い塊がなくて一様になる

かき混ぜた時、
堅い塊がなくて一様になる

塗装作業に支障があってはならない

１６時間以内

塗膜の外観が正常である

480時間の促進耐候性試験でふくれ・
割れ・はがれがなく色の変化の程度が
見本品と比べて大きくないこと

かび抵抗性を有する

常温で2時間以内

・水平実曝露12ケ月(ブルネイ)

( JIS R1075 ・JIS R1702 )

・Q-UV促進耐候性試験:1,344時間

ローラー・刷毛・スプレー等の
一般的な塗装方法で塗装ができる

艶・色味等、塗膜は
基材の木目等の外観・質感の変化はない

NFE2-WOODの塗膜全体は
高い抗かび活性値を有する



塗装作業性 乾燥時間

□ 塗料に含有している銅粉末は沈降しやすいので
均一に塗布できるようによく振ってから塗装

乾燥時間塗布量方法材料工程

表面を清掃してきれいにする水その他下地調整

常温2時間30～50g/㎡ローラー・刷毛・スプレーで均一に塗布NFE2-WOOD塗布

□ 基本的に1コートにて塗装。
□ 吸込みが激しい基材の場合は1コート塗布後に20分ほど自然乾燥後に更に1コート塗装



塗膜の外観

スマホ装置顕微鏡で含有している銅粒子の観察＆確認ができます
※ 業界初の施工完了確認

塗布したNFE2-WOODの塗膜は
艶や色味等の外観・質感に影響がありません

NFE2-WOOD塗布面

非塗装面 非塗装面
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Q-UV促進耐候性

※Q-UV試験は7サイクルが2年分の実曝露試験に相当
（56サイクルで16年相当の耐候性） 56サイクル後において

NFE2は光沢率の低下は10%以下で耐候性をクリア

2年 2年 2年 2年 2年 2年 2年 2年

NFE2(フッ素樹脂タイプ1）
NFE2(フッ素樹脂タイプ2)
他社製 防汚染塗料
他社製 防汚染塗料

※（1サイクル＝24時間）×56サイクル＝1,344時間

測定:産業技術総合研究所
Q-UV促進耐候性試験



実曝露試験:ブルネイでの水平屋外曝露試験（ブルネイ大学）

ブルネイは過酷な気候の熱帯と同時にボルネオ島の野焼き煤
煙による汚染の進行も日本より顕著な環境での屋外曝露試験

評価結果

▢ 光触媒NFE2は光沢値の低下は５で防汚染の効果が証明された
▢ フッ素塗料板の光沢値の低下は塗膜の劣化より汚染の進行による影響

（汚れにより色差△Eも大きくなる事が証拠）
▢ 光触媒NFE2は20年を超える耐候性と防汚染効果が実証されている。

水平での屋外曝露試験

光触媒NFE2フッ素塗装板
期間

色差ΔE光沢値色差ΔE光沢値

0.5452.0513か月

0.7456.5416か月

0.8429.23512か月

0.94012.62618か月

0.94013.32524か月

0.94012.52436か月

水平曝露にて垂直曝露より7倍以上の促進試験の効果がある。
( 36ケ月間の水平曝露試験で約20年相当の耐候試験 ）

光沢値 51 24 52%低下 色差△E 2.0 12.5 (6.25倍）
防汚染効果・塗膜の耐候性とも12ケ月（7年相当）

光沢値 45 40 11%低下 色差△E 0.5 0.9 (1.8倍）
防汚染効果・塗膜の耐候性とも36ケ月（21年相当）

フッ素樹脂（防汚染タイプ）他社製 光触媒塗料NFE2

評価:NFE2



かび抵抗性





光触媒塗膜の基本性能

方法/準拠基準評価数値塗膜性能

5% H2SO4滴下 48時間耐酸性合格変化なし耐酸性

5% NaOH 滴下48時間耐アルカリ性合格変化なし耐アルカリ性

JIS K7204(テーパー摩耗試験）PASS摩耗輪 200回転＜10mg耐摩耗性

JIS A11100.21%吸水率

JIS A1404 150時間0.8ml水分透過率

JIS A1154 1週間0.22mm塩化物イオン透過率

メタルウエザー30サイクル10～12年の天然曝露相当外観変化なし促進耐候性試験

水平曝露12ケ月（ブルネイ）日本の実曝露（3～5年相当）

外観変化なし

天然曝露試験

汚染なし

動的接触角（拡張収縮法）親水性塗膜（防汚染）＜15°水との接触角

JIS R1703-2高レベルの光触媒性能＞15nmol/L/min光触媒活性 （MB分解性）

JIS R1701-2高レベルの除去性能1.4μ molNox除去性能



方法/準拠基準評価数値塗膜性能

JIS R1705 2008高レベルの抗カビ性
抗カビ活性値

防カビ殺菌性能
青かび＞2.8黒カビ3.2

JIS R1702高レベルの防カビ性抗菌活性値 白癬菌＞4.0殺菌性能

JIS R1706高レベルのウイルス除菌性
感染価減少

抗ウイルス性能
(インフルエンザ＞5.2）

試験方法結果試験項目

JIS K5600-3-23時間以内乾燥時間

JIS K5600-5-4HB硬度

JIS K5600-5-6100/100付着性

目視正常塗膜外観

JIS K5600-6-1合格耐水性

JIS K5600-6-2合格耐アルカリ性

JIS K5400合格耐沸騰水性

JIS K5600-6-1合格耐酸性



紫外線カット（下地保護）

ガラスにNFE2塗布した塗膜の紫外線透過率

80～100%
紫外線カット

【 NFE2の銅イオンのUVカット機能 】
Cu²⁺は高い酸化数と空のd軌道を持つため、光子のエネルギーを受け取って電子遷移を起こしやすい。
この性質が、紫外線の吸収・遮蔽に寄与しているのです。

銅イオン（特にCu²⁺）はd⁹電子構造を持ち、可視光～紫外線領域の光を吸収する性質があります。
この吸収は、d-d遷移や**電荷移動遷移（Ligand-to-Metal Charge Transfer, LMCT）**によって起こり
特にUV領域の高エネルギー光が吸収されやすい。

測定:産業技術総合研究所

顔料の分解や樹脂の酸化の促進(チョーキング)の
原因であるUVBをNFE2はカットします



食品衛生法・食品、添加物等の規格基準
(厚生労働省の安全性基準試験）

ラットを使った急逝経口投与毒性試験で
安全性は確認された

食品衛生法・食品、添加物等の規格基準に適合
（厚生労働省告示 昭和34年第370号）

材質試験:鉛・カドミウム
試験結果:適合する
溶出試験 : 重金属・過マンガン酸カリウム消費量
試験結果 : 適合する

急逝経口投与毒性試験
( 一般財団法人 化学物質評価研究機構 )

( 一般財団法人 化学研究評価機構 高分子試験・評価センター )

塗料の安全性


